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答
安
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
四
十
へ
巻

九
六
へ

第
六
披

'L. 

啓
蒙
時
代
に
於
げ
る
支
那
研
究
三
そ
の
現
代
的
意
義

(
下
)

品

恭

彦ー

I~l 

~~ 

{
は
し
が
き
一
近
世
欧
洲
に
於
け
る
支
那
研
究
の
成
立
三
支
那
蹄
讃
論
、
ヴ
オ
ル
一
ア
ー
ル
、
ケ
ネ
1

j
t
那
一
枇
'W
白
批
判
的
研
究
、

r

t

/

J

一
ナ
ヌ
キ
コ

1
、
7
J
'
d
l
(
以
上
前
統
掲
載
〉
問
一
凡
那
の
仕
A
V
h
m

p

済
的
研
究
、
チ
ユ
ル
ゴ

I
、
ス
ミ
ス
五
啓
蒙
期
の
支
那
研
究
の
史
的
地
位
と
意
義

回

支
那
の
枇
合
経
神
的
研
究

千
ェ
ル
ゴ

l
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
ー
ー
ー

以
上
ア
ン
シ
ク
ロ
ベ
ヂ
ス
ト
の
支
那
讃
美
論
と
支
那
の
批
判
的
研
究
と
を
通
じ
で
、
支
那
枇
舎
の
特
質
、
殊
に
支
那
専
制
政
治
の

特
殊
性
は
次
第
に
明
る
み
に
附
さ
れ
た
と
言
へ
ょ
う
c

併
し
以
上
の
論
者
の
議
論
は
す
べ
て
一
つ
の
政
治
形
態
と
し
て
の
専
制
主
義

と
こ
の
専
制
主
義
に
か
ら
み
つ
い
て
、
乙
れ
を
美
化
し
て
ゐ
る
支
那
の
習
俗
、
道
徳
、
概
念
形
態
の
研
安
に
集
中
さ
れ
た
観
が
あ
っ

た
。
乙
れ
は
一
専
制
政
治
に
射
す
る
批
判
の
た
か
ま
つ
で
来
た
プ
ラ
ン
ス
内
部
の
政
治
的
情
勢
の
要
求
す
る
と
乙
ろ
で
あ
っ
た
で
る
ら

う
c

併
し
専
制
政
治
の
科
皐
的
研
究
は
決
し
て
政
治
形
態
、
観
念
形
態
の
表
面
を
上
滑
り
し
て
ゐ
て
は
友
ら
た
い
の
で
あ
る
。
と
云

ふ
わ
け
つ
は
、
専
制
政
治
は
皐
た
る
政
治
形
態
上
の
問
題
で
は
た
く
、
共
園
特
有
の
枇
合
国
粧
済
的
寅
在
の
中
に
深
い
根
擦
を
有
し
て
ゐ

る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
に
蛍
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
裕
せ
ら
れ
、
経
済
撃
を
以
て
一
種
の
科
患
で
的
友
政
治
批
判
た

ら
し
め
よ
う
と
し
て
ゐ
た
霊
長
経
済
壊
滅
、

ケ
ネ
1
建
の
重
大
佐
使
命
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
「
重
農
主
義
」
の
も
つ
保



守
性
の
放
に
、

ケ
ネ

l
は
支
那
的
重
農
主
義
の
外
見
に
魅
せ
ら
れ
て
、
終
に
そ
の
物
的
根
擦
を
突
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
と
で
支
那
研
究
の
一
歩
前
進
は
、
重
農
事
端
山
中
で
最
も
進
歩
的
友
、
従
っ
て
重
農
主
義
そ
の
も
の
を
も
克
服
し
よ
う
と
し
て

ゐ
た
チ
ュ
ル
ゴ
ー
に
よ
っ
て
友
し
と
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五
口
々
は
先
づ
千
ェ
ル
ゴ

1
の
支
那
研
究
を
刺
戟
し
た
外
的
事
情
を
こ
と
で
瞥
見
し
て
沿
か
う

3

十
八
世
紀
の
始
め
ル
ヰ
十
五
世
の

御
批
に
ゼ
ス
イ
ッ
ト
に
伴
は
れ
て
高
類
忠
、

楊
徳
望
左
る
二
人
の
支
那
青
年
が
フ
ラ
ン
ス
に
留
由
吊
干
し
た
。
彼
等
の
渡
来
は
嘗
時
の
宰

の
政
治
的
意
闘
に
よ
る
も
の
で
、
革
命
前
の
ア
ラ

Y

ス
に
於
け
る
一
枇
舎
不
安
を
鎮
静
す
る
た
め
に
支
郊
の
道

徳
思
想
を
総
入
ず
る
こ
と
の
必
要
を
痛
感
し
た
潟
で
あ
る
と
一
二
日
は
れ
て
ゐ
る

J
V

共
は
と
も
か
く
と
の
支
那
青
年
は
支
那
文
化
の
紹
介

相
ベ
ル
タ
ン
)
出
向
三
口
)

辞
と
し
て
ブ
-
7
Y
ス
に
渡
来
し
、
近
世
潤
欧
丈
化
の
中
心
地
た
る
フ
ラ
ン
ス
で
勉
強
し
て
蹄
回
附
し
た
わ
け

p
b
る。

さ
て
チ
ェ
ル

f

ー
は
ゼ
ス
イ
ッ
ト
の
書
簡
集
た
ど
か
ら
支
那
に
針
し
て
深
甚
な
る
闘
心
を
い
だ
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、

乙
の
支
那
青
年
の
鶴
岡
に

際
し
、
主
と
し
て
支
郊
の
経
済
、
技
術
、
地
質
、
歴
史
等
に
闘
す
る
質
問
を
友
し
、

こ
れ
に
蹄
園
後
答
へ
る
べ
き
と
と
を
求
め
た
の

で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ル
ゴ

1
は
勿
論
省
時
の
経
済
事
、

枇
舎
判
事
が
辿
り
つ
い
た
理
論
水
準
に
立
っ
て
こ
れ
等
の
問
題
を
設
定
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、

と
れ
に
答
へ
る
だ
け
で
も
相
営
の
設
備
知
識
を
必
要
と
す
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
友
い
っ
そ
こ
で
彼
は
か
の
有
名
な
、

「
富
の
生
産
と
分
配
と
に
闘
す
る
省
察
」
を
著
蓮
し
、
経
済
上
の
問
題
の
理
論
的
た
手
ほ
ど
き
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
五
口
々
は
と
の
経

済
事
史
上
の
名
著
が
は
か
ら
や
も
、
支
那
育
年
を
啓
蒙
す
る
目
的
を
持
つ
ム
」
同
時
に
、
支
部
研
究
の
方
法
と
理
論
を
提
供
し
た
も
の

で
あ
る
事
寅
を
知
る
時
、
深
い
興
味
を
感
ぜ
ぎ
る
を
得
な
い
。

い
ま
千
ュ
ル
ゴ

1
の
著
作
集
に
揖
録
さ
れ
て
ゐ
る
「
支
那
に
関
す
る
設
問
」
(
心
Z
2
7
5
2
-『

]
3
2
2叩
を
見
れ
ば
、

大
関
彼
が
支

評
家
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
六
競

:fu 

第
四
十
へ
巻

九
六
九

後藤末雄、前調書、五五二頁。
Turgot. Oeuvres， edit， par Daire， 'Tome 1. 

26) 
27) 



間
官
蒙
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
四
十
八
巻

九
七

C

第
六
競

7し
凹

那
に
闘
し
て
如
何
な
る
問
題
を
持
っ
て
ゐ
た
か
と
言
ふ
事
、
従
っ
て
ま
た
如
何
た
る
方
向
か
ら
支
那
研
究
を
進
め
よ
う
と
し
て
ゐ
た

か
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

チ
ュ
ル
ゴ

1
は
先
づ
支
那
に
於
け
る
官
、
土
地
の
分
配
、
耕
作
般
況
に
う
い
て
質
問
し
、
申
引
に

技
術
上
か
ら
支
郊
に
於
け
る
裂
紙
術
、
印
刷
術
、
織
物
に
闘
す
る
説
明
を
求
め
、
夏
に
支
郊
の
地
質
、
陶
土
に
つ
い
て
質
問
し
、
各

雄
の
見
本
を
要
求
し
、
最
後
に
支
那
歴
史
上
の
難
問
に
封
ず
る
同
容
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
五
口
々
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
は

最
初
の
支
那
粧
品
何
に
闘
す
る
質
問
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
二
一
十
の
問
題
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
に
は
そ
れ
ん
¥
注
意
書

(
c
r
E
E
E
E
)
が
つ
い
て
ゐ
る
c

五
口
々
は
こ
れ
ら
の
質
問
の
背
後
に
あ
る
「
省
第
」

の
m
叫
論
を
顧
み
つ
つ
、
溺
首
に
考
察
し
て
見
よ

う

先
づ
農
業
上
の
作
物
、
耕
作
面
積
、

耕
作
方
法
等
に
闘
す
る
数
個
の
質
問
が
あ
る
。

チ
ユ
ル
ゴ

1
は
「
省
察
一
で
地
主
が
直
接
耕

作
努
働
に
従
事
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
農
業
生
産
方
法
に
匝
別
を
認
め
て
ゐ
る
が
.

と
の
担
論
に
塞
い
で
ま
た
紋
は
支
那
農
業
の
朕

能
川
、
地
主
と
小
作
人
の
生
産
関
係
等
を
知
ら
う
と

L
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
支
那
の
土
地
が
地
主
自
身
か
、
小
作
料
を
納
め
る
小
作

人
か
奴
隷
か
、
何
れ
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
問
ふ
た
の
は
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
c

こ
れ
に
関
聯
し
て
小
作
料
は
収
穫
量

を
折
半
し
た
も
の
か
、

一
定
額
の
銀
或
は
穀
物
で
あ
る
か
、

又
地
主
が
耕
作
用
の
器
具
、
家
畜
、
前
貸
資
本
位
一
寸
を
供
給
す
る
慣
習
が

あ
る
か
を
等
ね
て
ゐ
る
。
「
省
察
」
の
一
一
十
七
節
に
は
自
己
資
本
を
投
下
す
る
資
本
家
的
小
作
人
は
商
工
業
の
盛
ん
た
北
部
フ
ラ
ン
ス

に
見
ら
れ
、
封
建
的
な
折
牢
小
作
人
は
中
部
フ
ラ
ン
ス
の
山
間
地
方
に
見
出
さ
れ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、

チ
ュ
ル
ゴ
ー
は
こ
の
事
賓

に
則
し
て
、
支
那
に
於
て
も
侠
西
、
四
川
、
雲
南
の
如
き
謹
境
の
地
域
に
折
半
小
作
行
は
れ
、
河
北
、
江
南
、
庚
束
、
幅
建
等
の
如

き
他
省
よ
り
多
く
の
消
費
と
商
業
の
行
は
れ
る
地
方
に
は
資
本
制
的
小
作
制
が
優
勢
で
は
た
い
か
と
推
測
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
結
局



農
産
物
の
自
由
費
買
や
田
地
の
貸
借
、
賛
同
貝
が
庚
く
行
は
れ
て
ゐ
る
か
否
か
の
問
題
に
腕
ず
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
チ
ェ
ル
ゴ

1
の

「
省
察
」
に
よ
れ
ば
、
農
産
物
の
費
買
が
行
は
れ
る
と
共
に
、
専
ら
工
業
叫
労
働
に
た
づ
さ
は
る
階
級
が
後
生
し
、
土
地
の
私
有
、
費
買

と
同
時
に
、
土
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
無
費
者
、
土
地
を
集
積
す
る
地
主
、
貨
幣
資
本
家
、

こ
の
資
本
の
投
下
さ
れ
た
る
企
業
が
禁
生

す
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。
故
に
突
の
数
個
の
質
問
も
さ
う
云
ふ
考
へ
か
ら
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
?
あ
ら
う
。
卸
ち
「
支
那
に
は
多
数

の
富
者
が
存
在
す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
支
郊
に
於
け
る
富
の
分
配
は
頗
る
不
平
等
で
あ
る
か
。
」
「
支
郊
に
は
英
大
悲
土
地
.
家
屋
.
飼

地
を
所
有
す
る
多
数
の
人
が
存
在
す
る
か
。
」
「
支
郊
に
は
大
資
本
を
擁
し
て
多
数
の
職
工
を
働
か
せ
、
多
く
の
商
品
を
製
造
せ
し
め

る
多
数
の
企
業
家
が
存
在
す
る
か
。
」
「
支
郊
に
は
豆
額
の
資
本
主
有
し
て
商
業
的
企
業
そ
行
ふ
多
数
の
商
人
が
存
在
す
る
か
に
も
し

こ
れ
ら
の
質
問
に
し
て
そ
の
意
義
を
よ
く
埋
解
し
た
上
で
併
合
へ
ら
れ
た
左
ら
ば
、

そ
こ
に
支
那
枇

λ

骨
日
経
桝
の
到
達
せ
る
腔
史
的
段
階

の
刷
献
だ
見
取
闘
が
得
ら
れ
た
一
事
一
で
あ
ら
う
。

以
上
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

叫
胡

チ
ュ
ル
ゴ

1
は
「
支
那
に
は
貸
金
の
利
子
に
よ
っ
て
生
活
す
る
多
数
の
人
が
存
在
す
る
か
O
L
と
問
ふ

て
ゐ
る
が
、

こ
の
質
問
も
相
営
重
要
左
意
義
を
持
っ
て
ゐ
る
。

チ
ュ
ル
ゴ

1
は
元
来
土
地
の
科
有
、
貨
幣
資
本
の
獲
生
、
農
業
生
産

(
G
E
話
会
問
E
E
E
m
)

と
し
て
、
事
問
、
司
法
、

力
の
増
大
と
共
に
祉
舎
の
一
部
は
生
産
的
労
働
に
わ
づ
ら
は
さ
れ
左
い
有
産
階
級

留

軍
事
、
行
政
等
の
公
務
に
た
づ
さ
は
る
事
が
出
来
る
と
考
へ
て
ゐ
た
。
さ
う
だ
と
寸
れ
ば
、
支
郊
に
於
け
る
如
く
、
官
官
民
志
望
者
が

長
い
間
接
を
修
め
、
数
同
試
験
を
う
け
、
就
任
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
に
は
、

必
中
と
の
有
産
階
級
と
生
産
階
級
の
階

級
分
裂
が
存
在
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
に
チ
ュ
ル
ゴ

1
は
「
支
郊
の
顛
峨
は
普
通
、
如
何
友
る
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

ゐ
る
か
、
働
か
・
?
と
も
牧
入
よ
り
生
所
す
る
富
豪
の
子
弟
に
よ
っ
て
か
。
或
は
高
等
教
育
を
子
供
に
授
け
る
対
け
宮
裕
一
な
農
夫
、
製

啓
蒙
時
代
に
於
け
る
文
那
研
究
'
と
そ
の
現
代
的
意
義

A 
4ゴ

第
六
披

)し
札

第
四
十
へ
巻

Turgot， Oeuvres， p. 310. 
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第
四
十
へ
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七

九
六

第
六
披

由
廿
家
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

造
家
、
商
人
の
子
弟
で
あ
る
か
。
」
と
質
問
し
、
そ
れ
に
吹
い
で
か
う
云
ふ
家
族
の
財
産
は
貨
幣
資
本
で

b
る
か
、
土
地
で
あ
る
が
、

北
京
共
他
諸
省
の
長
官
、
閣
老
、
総
相
官
の
俸
給
は
幾
何
で
あ
る
か
を
質
問
し
た
の
で
あ
ら
号
。

以
K
は
チ
ュ
ル
ゴ

l
の
支
那
に
闘
す
る
設
問
の
中
重
要
な
る
も
の
を
選
揮
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
あ
ぐ
ま
で
質
問

-

戸

〉

、

で
置
り

f
h

は
Y

支
那
研
究
の
入
口
に
過
ぎ
危
い
。

併
し
官
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
支
那
研
究
者
に
し
て
.

チ
ュ
ル
ゴ
l
の
如
品
川
」
支
那
枇

A
W
経
済
に
閲
す
る
現
資
的
な
問
題
佐
提
出
し
得
た
も
の
が
川
市
し
て
何
人
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。

正
し
を
問
題
の
提
出
ぶ
訟
は
ま
た
一
k

し
き
問
題
の
解
決
方
法
を
含
む
と
云
ふ
。
も
し
以
上
の
問
題
が
一

k
E
し
く
解
決
さ
れ
た
左
ら
ぽ
、
支
那
専
制
主
義
の
物
質
的
基
礎

が
明
か
に
さ
れ
た
で
る
ら
う
。
そ
し
て
支
那
の
農
業
と
商
工
業
、

土
地
資
本
と
貸
付
資
本
、
農
民
と
地
主
、
官
吏
と
地
主
及
び
貸
付

資
本
家
等
の
闘
係
の
如
き
、
支
那
枇
舎
の
基
本
的
構
成
が
分
析
さ
れ
得
た
に
相
違
た
い
。

さ
う
し
た
意
味
に
於
て
、

千
ュ
ル
ゴ

1
の

支
那
経
済
に
つ
い
て
の
設
問
は
支
那
の
枇
合
経
済
的
研
究
の
一
端
絡
を
切
り
ひ
ら
く
章
一
要
注
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
言
ヘ
ょ
う
。

ア
ジ
ア
的
農
業
枇
曾
、
支
郊
の
研
究
に
は
土
地
所
有
、

農
業
生
産
闘
係
よ
り
出
設
す
る
チ
コ
ル
ゴ

1
の
「
省
出
小
」
の
方
が
、

ーマ

ュ
7

ァ
ク
チ
ェ
ア
の
企
業
よ
り
始
め
る
ス
ミ
ス
の
園
富
論
よ
り
遮
脅
し
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
貧
は
こ
の
農
業
枇
舎
を
究
め
る

に
は
恰
も
「
重
農
主
義
」
よ
り
一
歩
出
品
凡
ス
ミ
ス
の
進
歩
的
意
識
と
一
屠
設
建
せ
る
粧
拙
何
事
の
範
障
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
園

富
論
は
単
に
富
の
理
論
に
局
限
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
富
の
増
進
を
阻
止
す
る
一
切
の
奮
制
度
に
射
す
る
革
命
的
左
批
判
の
書

で
あ
る
。

こ
の
ス
ミ
ス
に
し
て
始
め
て
徳
治
主
義
的
支
那
翻
を
批
判
克
服
し
て
、
支
那
壮
曾
の
停
滞
性
、
腐
敗
、
貧
困
崩
壊
等
の
必

然
性
を
明
か
に
す
る
と
と
が
出
来
た
の
で
る
っ
た
。

(
註
)

見
書
見
の
園
富
論
か
ら
資
本
家
的
な
富
の
理
論
だ
け
を
求
め
よ
う
と
す
る
従
来
白
方
法
は
殺
の
支
那
研
究
の
意
義
を
理
解
し
得
な
か
っ
た
し
、

Tllrgot， Oeuvres， p. 312 . . '10) 



又
そ
れ
を
会
〈
無
視
し
て
来
た
。
閣
官
同
論
の
溢
歩
的
、
政
治
的
意
義
を
把
握
し
て
品
川
め
で
彼
の
支
那
併
究
の
意
義
を
も
了
解
し
得
る
と
思
ふ
。
か
宇

う
な
見
地
か
ら
ス
ミ
ス
の
支
那
論
を
と
り
あ
げ
た
も
の
に
、
平
野
義
太
郎
氏
、
「
併
控
を
前
に
せ
る
支
那
の
摂
済
企
枇
品
開

l
ス
さ
λ

の
支
那
前
」
(
中
央

公
誠
、
昭
和
九
年
一
月
競
)
が
あ
る
。
木
稿
は
こ
れ
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
多
い
。

ス
ミ
ス
の
支
那
枇
舎
粧
品
阿
の
分
析
に
重
要
在
意
義
を
持
つ
も
の
は
「
進
歩
的
欣
態
L
(
司
ヨ
同
町

2
2
5
且
邑
命
)

に
封
比
せ
ら
れ
る
「
停

滞
的
欣
態
」

(
ω
Z
Z
E
q
切
言
問
。
)
の
概
念
で
あ
る
。
停
滞
的
欣
態
と
は
一
図
の
宮
、
従
っ
て
犬
衆
の
生
一
的
を
支
へ
る
恭
金
の
滑
加
が
永

ら
〈
静
止
じ
て
ゐ
る
欣
態
で
あ
る
。
「
支
那
は
久
し
〈
停
滞
状
態
に
あ
っ
た
様
に
思
は
れ
る
。
支
那
は
多
分
や
っ
と
以
前
に
其
法
規
、

制
度
に
一
致
す
る
宮
の
全
量
を
あ
げ
て
獲
得
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
り
乍
ら
此
の
官
の
全
額
た
る
や
、
も
し
既
存
の
法
塊

制
度
を
廃
止
し
て
他
の
法
規
を
ゐ
き
か
へ
た
な
ら
ば
、
問
閣
の
土
地
と
気
候
と
地
位
と
?
以
て
遣
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ

る
宮
の
程
度
よ
り
賓
に
盗
に
低
劣
泣
の
で
あ
る
国
」
停
滞
欣
態
に
あ
る
枇
合
で
は
、
持
働
犬
衆
に
梯
は
れ
る
界
銀
基
金
、
印
ち
住
民
の

所
得
と
資
本
と
は
不
興
で
あ
め
か
ら
、
ム
N
年
腿
傭
さ
れ
る
弊
働
者
数
は
殆
ん
ど
同
一
で
、
持
働
者
の
排
広
一
と
云
ふ
と
と
は
起
り
得
な

ぃ
。
む
し
ろ
蛸
労
働
人
口
は
輿
へ
ら
れ
る
峨
業
以
上
に
増
加
し
、
葬
働
者
間
の
競
争
は
激
甚
を
極
め
て
、
持
働
大
衆
の
生
活
水
準
は
押

下
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
ス
ミ
ス
は
ヂ
ェ
・
ア
ル

F
等
の
支
那
下
暦
民
の
窮
乏
忙
開
ず
る
記
録
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

れ
は
ケ
ネ
ー
も
伺
じ
く
引
用
し
乍
ら
、
彼
の
支
那
融
問
讃
論
の
故
に
、
説
明
し
得
-
な
か
っ
た
事
責
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
経
済
撃
の
醐
閥
系

の
中
で
は
、
支
那
の
現
寅
は
資
本
、
界
銀
、
停
滞
状
態
等
の
理
論
陀
関
聯
し
て
見
事
に
解
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
支
那
の
下
唐
民
の
貧
困

は
欧
洲
に
於
け
る
そ
れ
を
遥
に
凌
ぐ
。
庚
東
地
方
に
於
て
は
数
百
数
千
の
家
族
は
地
上
に
宿
る
ぺ
き
住
家
を
も
持
た
や
に
、
河
川
、

蓮
何
等
の
水
面
の
小
さ
友
漁
舟
の
中
に
年
中
住
ん
で
居
る
と
一
般
に
云
は
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
地
陀
於
け
る
彼
等
の
生
活
の
糧
は
頗
る

乏
し
い
の
で
、
欧
洲
の
汽
舶
が
通
っ
て
最
も
汚
い
陵
物
で
も
海
商
に
投
げ
捨
て
る
と
、
彼
等
は
争
っ
て
拾
ひ
上
げ
る
と
云
ふ
。
そ
れ

田
官
蒙
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

JL 
七

第
六
貌

JL 
七

第
四
十
八
巻

こ

Adam Smith， Wealth of Nations.. edit. bァCannan.VoL 1 p・96-97・3I) 
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義
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九
A 

故
例
へ
ば
犬
猫
等
の
屍
憾
の
半
ば
腐
糊
し
て
悪
臭
の
あ
る
も
の
で
も
、
彼
等
に
は
抽
出
岡
氏
の
最
も
築
養
償
値
あ
る
食
物
同
桜
花
教
迎

さ
れ
る
♂
ケ
ネ
1
等
が
自
然
法
に
趨
へ
る
も
の
と
し
て
口
を
極
め
て
鵡
讃
し
た
支
那
一
位
舎

ω悠
久
性
と
不
安
性
は
、
と

L
K
「
停
滞

性
」
と
し
て
そ
の
恐
る
べ
き
一
一
闘
を
暴
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

支
那
民
衆
の
生
活
を
動
物
的
水
準
に
ま
で
引
下
げ
て
ゐ
る
も
の
は
、
彼
等
を
生
産
的
に
働
か
せ
る
持
働
基
金
、
削
凶
ち
産
業
資
本
の

紋
如
で
あ
る
が
、
さ
う
云
ふ
停
滞
的
批
A
W
に
は
ま
た
と
の
産
業
資
本
の
断
芽
を
喰
ひ
っ
く
し
、
生
産
的
法
金
の
蓄
積
を
妨
げ
る
官
僚

階
級
品
γ
高
利
貸
資
本
家
が
勢
力
を
持
っ
て
ゐ
る
。
「
官
め
る
者
は
生
命
、
財
産
の
安
全
を
享
受
し
て
ゐ
る
の
に
、
貧
し
い
者
、

又
は
小

資
本
の
所
有
者
は
殆
ん
ど
何
等
こ
れ
が
安
全
を
保
設
さ
れ
る
で
な
く
、

E
義
に
託
言
け
で
何
時
に
で
も
下
級
官
吏
の
た
め
に
強
奪
.

源
奪
さ
れ
易
い
閣
に
あ
っ
て
は
、
圏
内
に
於
て
行
ふ
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
資
本
量
は
決
し
て
そ
れ
等
事
業
の
性
質
や

大
き
さ
が
許
す
べ
き
分
量
に
等
し
い
筈
が
友
い
c

と
の
揚
ム
口
に
は
如
何
た
る
部
門
の
事
業
に
於
て
も
貧
者
を
抑
座
す
る
事
は
必
然
富

者
に
調
占
を
確
保
す
る
に
相
遣
な
い
。
富
者
は
共
同
の
事
業
を
悉
く
聾
断
し
て
了
ひ
、
甚
大
な
る
利
潤
を
獲
得
し
得
る
に
至
る
で
あ

ら
う
。
故
に
支
郊
で
は
一
一
割
二
分
が
通
常
の
金
利
だ
と
言
は
れ
る
。
従
勺
て
資
本
の
正
常
利
潤
は
か
L

る
高
率
の
利
子
を
支
梯
ふ
に

足
る
も
の
で
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

「
停
滞
的
」
支
那
は
そ
の
上
部
構
迭
に
「
重
農
主
義
的
」
政
府
を
も
っ
て
ゐ
る
。
重
農
主
義
者
ケ
ネ
ー
が
暴
露
し
得
・
泣
か
っ
た
と
の

支
那
的
一
，
章
義
主
義
」
の
秘
密
を
、
設
達
せ
る
資
本
主
義
園
J

ギ
リ
ス
の
進
歩
的
市
民
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
始
め
て
明
か
に
し
た
の

で
る
る
。

そ
れ
放
に
「
図
富
論
」

の
第
四
編
、
第
九
章
は
ケ
ネ
1

の
重
農
主
義
に
針
す
る
批
判
と
同
時
に
、
支
那
的
軍
農
主
義
の
分

析
を
も
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
決
し
で
理
由
の
た
い
事
で
は
・
泣
い
。

ス
ミ
ス
は
既
に
近
代
に
於
て
は
農
業
の
み
が
生
産
的
で
左
い
こ
と

Smith， ibid. p. 97 
Smith， ibid. p. 74・
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近
代
園
家
は
た
ピ
農
業
に
謝
す
る
課
税
だ
け
で
存
在
し
得
る
も
の
で
は
友
い
事
を
知
っ
て
ゐ
た
。
そ
れ
故
に
ス
ミ
ス
は
重
農
主
義
、

そ
れ
と
同
時
に
商
工
業
の
照
治
と
云
ふ
様
な
政
策
は
停
滞
的
農
業
園
町
ち
支
那
、

ア
ジ
ア
諸
固
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と

を
知
っ
て
ゐ
た
。

と
れ
ら
の
図
k

で
は
直
接
政
府
が
大
規
模
な
治
水
工
事
、
道
路
、
運
河
等
の
建
設
に
力
を
注
い
で
、

ヨ

1
ロ
ッ
バ

諸
国
以
上
に
農
業
を
保
護
、
奨
働
す
る
が
、

と
れ
は
ア
ジ
ア
の
諸
園
と
ヨ

1
ロ
y

バ
の
諸
岡
の
物
的
基
礎
を
比
較
し
て
見
れ
ば
容
易

に
納
得
同
来
る
事
柄
で
あ
る
。

「
支
那
、

イ
ン
ド
ス
タ
ン
、

共
他
ア
ジ
ア
の
諸
闘
に
あ
り
で
は
、
元
首
の
牧
入
は
殆
ん
ど
全
部
土
地

の
年
々
の
生
産
物
、

そ
の
年
々
の
生
産
牧
盆
の
多
少
に
つ
れ
て
高
低
ず
る
地
租
や
地
代
か
ら
上
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
欧
洲
の

如
何
友
る
部
分
に
於
て
も
一
花
首
の
牧
入
が
主
に
地
租
や
地
代
か
ら
上
る
と
一
石
ふ
こ
と
は
な
い
ロ
従
っ
て
欧
洲
に
於
て
は
岡
家
、
一
応
骨
白

は
そ
れ
ほ
芝
土
地
生
産
物
の
数
量
や
償
値
の
増
加
を
助
成
し
、
立
沃
宏
道
路
や
運
河

ω緋
持
に
よ
っ
て
、
農
産
物
に
鷹
犬
な
市
場
を

拠
供
ず
る
必
要
に
犯
ら
れ
て
ゐ
た
い
じ
更
に
ス
ミ
ス
は
一
一
一
一
口
ふ
。
「
と
れ
ち
わ
闘
A

(
ア
ジ
ア
の
崩
闘
)
の
君
主
が
農
業
の
利
径
に
帽
に

闘
心
を
持
ち
、
注
意
を
沸
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
自
然
で
あ
っ
て
、
彼
等
自
身
の
牧
入
の
年
々
の
増
減
は
直
接
農
業
の
盛
衰
如
何
に
よ

る
か
ら
で
あ
っ
た
♂
か
〈
て
支
那
的
重
農
主
義
は
農
民
の
隼
章
で
は
左
く
、
む
し
ろ
支
配
者
の
牧
入
源
泉
た
る
農
業
の
牟
章
で
あ
る

と
と
が
明
か
に
た
っ
た
。

ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
支
郊
の
統
治
機
構
を
被
ふ
て
ゐ
た
王
道
業
土
的
、
徳
治
主
義
的
外
観
は
殆
ん
H
N

」
残
り
た

イ
取
除
か
れ
、
生
々
し
い
物
質
的
な
支
那
枇
舎
の
骨
絡
が
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。

併
し
ス
ミ
ス
は
支
那
枇
舎
の
「
停
滞
性
L

を
暴
露
し
た
ば
か
り
で
は
恋
い
。

と
れ
に
叫
劃
し
て
別
に
一
つ
の
針
策
を
持
っ
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
邸
ち
現
在
の
支
那
政
府
が
桜
度
に
軽
蔑
し
て
ゐ
る
商
業
、
殊
に
外
闘
と
の
自
由
貿
易
を
開
始
す
る
事
で
あ
る
。
外

間
貿
易
を
開
〈
と
な
れ
ば
、
遠
隔
の
地
に
蓮
ぶ
に
は
量
大
に
し
て
債
値
の
一
少
い
農
産
物
で
は
不
利
で
あ
る
か
ら
、
運
搬
に
使
利
な
債

啓
蒙
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
四
十
ヘ
巻

九
七
五

第
六
競

九
九

Smith， Wealth of Nations， Vol. 11. 'p圃 担r.
Smith， ibid. p. 181. 

34) 
35) 



将
家
時
代
に
於
け
る
s
t
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
四
十
八
巻

第
六
披

C 
C 

九
七
六

値
の
犬
友
る
工
誕
生
産
物
を
作
ら
ね
ば
な
ら
左
い
っ
商
業
の
護
展
に
う
れ
て
、
停
滞
せ
る
支
那
は
ψ
し
づ
L
動
き
出
す
で
あ
ら
う
。

と
も
か
く
彼
は
友
那
に
川
町

ス
ミ
ス
は
他
方
で
現
校
の
政
府
の

mm
態
で
は
こ
h
A

ま
で
到
達
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、

し
て
一
味
の
希
望
を
持
っ
て
ゐ
た
ら
し
い
。

前
界
の
白
徐
の
外
岡
市
揚
を
附
け
加
へ
る
一
居
手
成

一
支
那
の
大
友
る
内
岡
市
場
に
、

い
外
岡
貿
易
は
支
那
裂
活
迭
を
え
い
に
波
法
、

進
母
さ
せ

且
っ
そ
の
製
造
工
業
の
生
産
力
を
大
い
に
改
z
H
H

し
得
る
で
あ
ら
う
。
ま

た
一
屠
成
く
航
海
す
る
事
に
よ
っ
て
支
那
人
は
今
日
前
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
於
て
資
施
さ
れ
て
ゐ
る
技
術
、
及
び
産
主
と
の
他
の

諸
改
良
は
勿
論

h

他
め
凶
K

に
於
て
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
一
一
切
の
機
械
を
自
ら
使
用
し
、
製
造
す
る
技
術
ま
で
も
間
然
に
皐
ぷ
で
あ
ら

う
。
」
若
き
資
本
主
義
園
の
ス
ミ
ス
が
支
那
に
於
け
る
産
業
資
本
の
護
連
に
何
等
の
恐
怖
を
感
じ
て
ゐ
友
い
の
は
興
味
あ
る
事
賞
で
あ

る
。
乙
の
態
度
乙
そ
、
高
度
資
本
主
義
の
時
代
と
臭
っ
て
、
全
世
界
の
、
会
人
類
の
進
歩
の
た
め
に
戟
っ
た
倖
蒙
時
代
の
闘
士
に
ふ

さ
は
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ミ
ス
の
主
張
の
中
に
倖
蒙
期
に
於
け
る
支
那
研
究
の
貫
践
的
結
論
が
見
附
さ
れ
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

五

叫
山
町
蒙
期
の
支
那
研
究
の
史
的
地
位
と
意
義

私
は
以
上
で
砕
蒙
期
の
ヨ

1
ロ
リ
パ
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
、

新
し
い
支
那
研
究
が
新
し
い
歴
史
観
、
国
家
観
、
経
済
事
等
と
結

び
つ
き
、
如
何
に
設
展
し
て
行
っ
た
か
を
考
察
し
た
。

そ
し
て
と
の
研
究
の
愛
展
の
基
礎
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
枇
舎
の
歴
史
的
進
歩
、

従
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紅
舎
の
支
那
枇
舎
に
劃
す
る
働
き
か
け
の
進
歩
と
云
ふ
事
賓
が
あ
る
事
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は

と
の
勝
蒙
期
の
支
那
研
究
は
如
何
・
怒
る
歴
史
的
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

喜
々
は
俄
り
に
支
那
研
究
費
遼
史
を
ゼ
ス
イ
ッ

Smith， ibid. p. '79・36) 



ト
建
の
活
躍
せ
る
早
期
資
本
主
義
の
時
代
‘
世
け
蒙
期
、
欧
米
諸
閣
の
支
那
市
揚
に
進
出
す
る
時
代
の
=
一
期
に
分
っ
と
す
れ
ば
、
昨
町
蒙

期
の
支
部
研
究
は
第
一
期
の
研
究
を
第
三
期
の
そ
れ
へ
媒
介
す
る
重
要
左
輔
悶
黙
を
な
し
て
ゐ
る
と
言
へ
る
。
乙
の
時
代
の
支
郊
研

究
は
そ
の
資
料
に
於
い
て
前
時
代
に
依
存
す
る
も
の
と
は
云
へ
、
こ
の
期
の
研
究
に
闘
有
の
合
理
的
、
批
判
的
精
榊
を
通
過
せ
ざ
る

支
那
研
究
は
科
壌
の
名
に
値
し
な
い
と
考
へ
る
。
前
に
も
述
ぺ
た
様
に
、

初
期
の
支
郊
研
究
に
於
て
は
、
支
郊
に
汲
遣
さ
れ
た
宣
毅

師
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
。
成
程
此
時
代
の
支
那
研
究
の
背
景
に
友
る
も
の
は
商
業
資
本
時
代
の
東
洋
貿
易
で
あ
る
が
、

と

の
時
代
の
商
人
の
低
い
知
的
水
槽
「
や
投
機
的
性
格
か
ら
、
組
織
的
な
支
那
研
究
の
生
れ
る
筈
は
な
く
、

同
早
に
パ
ン
ァ
レ
ザ
ト
的
、
賓

用
主
義
的
支
郊
論
を
横
行
さ
せ
た
ピ
け
で

b
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
時
代
に
は
何
ん
と
一
五
っ
て
も
一
切
の
車
問
の
凋
占
者
一
た
る
併
侶
階

級
、
そ
の
遊
撃
隊
で
あ
る
官
一
致
仰
が
支
略
研
究
を
捲
常
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
漣
の
様
に
彼
等
の
宗
救
円
余
た
る
地
伏
よ
り
し
て
、

臼
的
批
研
筑
は
妨
げ
ら
れ
ざ
る
を
得
恐
か
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
様
な
宗
教
家
の
立
場
に
不
可
避
的
た
制
約
を
打
破
っ
て
、
新
し
い
支

た
。
彼
等
の
批
判
的
、
何
事
的
精
神
は
支
那
枇
舎
を
協
装
し
て
ゐ
る
議
い
概
念
を
一
帰
し
て
‘
そ
の
枇
舎
の
賓
態
に
深
ぐ
切
り
込
む

注
を
拓
い
た
と
言
へ
ょ
う
。
か
く
て
こ
の
時
代
の
支
部
研
究
は
支
郊
専
制
主
義
、
官
僚
的
支
配
の
特
殊
性
、
そ
の
父
次
長
制
的
性
俗

儒
教
的
観
念
、
及
び
典
閥
、
習
俗
の
枇
舎
的
役
割
、
支
那
枇
舎
の
停
滞
性
、
政
府
の
治
水
事
業
、
共
他
車
農
政
策
の
物
質
的
旗
揚
等

後
世
の
科
接
的
支
那
研
究
に
飲
〈
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な
概
念
を
明
か
に
し
、

又
少
く
と
も
後
肘
の
研
究
に
課
せ
ら
る
ぺ
き
問
題
の
所

ぷ
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
新
し
い
支
那
研
究
の
愛
遣
と
不
却
不
離
の
閥
係
に
あ
る
も
の
は
、
欧
洲
の
市
民
枇
舎
の
護
展
と
そ
れ
が
支
那
枇
舎
に
封
ず
る

爆
禁
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
主
そ
の
現
代
的
意
義

第
四
十
八
巻

九
七
七

第
六
貌

O 



啓
蒙
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
四
す
八
巻

九
七
九

第
六
競

C 

賞
践
の
進
歩
で
あ
る
。
印
ち
十
八
世
紀
に
入
っ
て
産
業
枇
舎
の
殻
達
す
る
と
と
も
に
諸
々
の
科
撃
は
宗
教
界
か
ら
市
民
階
級
に
向
。

て
解
放
さ
れ
、
支
那
研
究
も
亦
後
者
の
側
に
移
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

殊
に
カ
ト
リ
ッ
ク
枇
舎
の
賓
力
を
根
底
よ
り
破
壊
し
た
7

ラ
Y

ス
革
命
は
か
ゃ
う
お
支
部
研
究
の
時
間
に
直
接
、

間
接
の
影
響
を
興
へ
て
ぬ
た
し
」
見
な
け
れ
ば
な
る
安
い
。
更
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
於
付
る
産
業
革
命
、
産
業
資
本
の
僻
立
等
の
事
情
は
、
支
那
と
臥
州
と
の
交
渉
を
外
交
官
、
粧
掛
使
節
の
減
退
や
通
商
僚
約
の
締

結
等
を
通
じ
て
ま
す
/
¥
邸
前
接
収
し
た
。

か
く
て
と
れ
ま
で
宗
較
的
粉
援
の
ド
陀
か
く
さ
れ
て
ゐ
六
欧
洲
と
支
部
と
の
経
済
的
問
係

が
吹
第
に
前
面
に
現
れ
出
し
た
の
で
あ
る
。
経
済
的
交
渉
が
次
第
に
問
者
常
化
す
る
に
従
っ
て
、
組
織
的
な
而
も
新
し
い
世
俗
的
、
科

皐
的
見
地
忙
幕
〈
支
那
研
究
の
行
は
れ
始
め
た
の
は
首
然
で
あ
る
。

と
の
時
代
に
於
け
る
欧
洲
と
支
那
と
の
関
係
の
岬
変
革
を
象
徴
す

る
も
の
は
、

と
れ
ま
で
支
部
と
の
交
通
に
比
較
的
立
遅
れ
て
ゐ
た
イ
ギ
リ
ス
の
進
出
で
る
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
四

O
l四
三
年

の
阿
片
戦
争
を
期
と
し
て
支
那
に
向
。
て
積
極
的
攻
勢
を
と
り
は
じ
め
る
が
、
閉
鎖
さ
れ
た
支
那
の
醤
枇
舎
の
門
戸
を
漸
く
叩
青
始

め
た
の
は
一
七
九
一
一
年

M
I
r
-
マ
カ
ト
ニ

1
2
b
E
冨
p
n
E
E
d
)
の
涙
遣
さ
れ
た
時
で
る
っ
た
。

彼
の
放
行
記
は

日コー.
ー可

c
g『
拘
叩

E
S
E
d
Z
D
 
の
著
に
た
る

古
里
子
g
z台
湾

8
5円

2
『

E
d
]守口

E
g
E可
『
円
。
吉

{
F
O
E口
調

苧

『

(

U

『
皇
国
己
Z
E
Z
H
F
O
同
E
宮『
2
0『

C
E
S
F
【

b
z品
D
F

】一-c
一--
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
い
ま
L
で
フ
ラ
ン
ス
物
の
融
課
に
満
足
し
て
ゐ
た
英
闘
と
し
て
は
始
め

て
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
手
に
な
る
組
織
的
左
支
那
見
聞
記
で
あ
っ
た
。
か
ゃ
う
友
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
支
那
へ
の
進
出
時
代
を
観
念

的
、
思
怨
的
に
強
告
し
た
も
の
は
「
園
富
論
」
の
中
で
、
支
郊
の
停
滞
性
を
工
業
化
に
よ
っ
て
打
彼
し
よ
う
と
し
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
で
る
る
。
確
か
に
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
の
支
那
研
究
の
目
擦
が
は
っ
き
り
描
か
れ
た
。
併
し
ス
ミ
ス
に
限
ら
や
、
勝
蒙
時

代
に
於
け
る
支
部
研
究
の
多
く
は
新
し
い
・
ョ

l

ロ
t
ハ
市
民
社
舎
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
、
「
停
滞
的
支
那
」
を
「
動
〈
支
那
」
に
ま

Richthoven. China. Hd. 1. S. 694-696. 37) 



で
議
展
さ
せ
よ
弓
と
す
る
意
闘
を
持
っ
て
ゐ
た
と
一
言
へ
る
だ
ら
う
。
貨
に
か
か
る
立
場
よ
り
、
結
え
や
進
歩
的
な
意
識
と
批
判
的
な

精
神
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
支
郊
研
究
が
生
れ
て
来
た
の
で
る
る
。

五
口
々
は
啓
蒙
期
を
去
っ
て
、
支
那
研
究
に
が
、
け
る
第
三
期
と
も
呼
ぶ
ぺ
き
時
代
に
入
る
。

こ
の
時
代
に
は
ヨ

l

ロ
ァ
パ
資
本
の
よ

り
高
度
の
獲
展
、
そ
の
国
際
的
伸
張
等
の
事
情
に
よ
っ
て
既
に
砕
宗
明
に
端
緒
を
興
へ
ら
れ
た
支
那
研
究
を
ま
ず
/
¥
寅
詮
的
に
塑

富
に
す
る
必
要
が
感
ぜ
ら
れ
た
。
支
郊
の
地
質
、
曳
士
を
研
究
す
る
た
め
に
多
〈
の
件
捜
者
が
支
郊
に
汲
遣
さ
れ
る
。
支
郊
に
駐
在

ず
る
各
閣
の
領
事
は
、
骨
っ
て
宣
教
師
の
し
た
や
う
に
、
支
那
に
闘
す
る
リ
ポ
ー
ト
を
本
凶
~
選
る
。
支
那
の
聞
刷
税
構
を
撮
る
欧
米

諸
閣
の
槍
閥
は
定
問
仰
の
貿
易
ば
か
り
で
な
く
、
岡
内
の
産
業
献
態
に
つ
い
て
も
翌
官
在
統
計
資
料
を
作
成
す
る
。

こ
れ
ら
の
支
那
に

関
す
る
調
査
、
研
貨
の
背
後
に
は
欧
洲
の
或
は
支
m
w
k
進
出
し
た
濁
占
資
本
、
閣
宇
奈
的
に
組
織
さ
れ
た
巨
大
資
本
の
力
が
あ
っ
た

η

4vu片
Z
F身
E
m
叩ふ、
T
白
;
=
匹
、
〉
く
日

F
戸

る

一

y
t品川
f
4
r
付
』
ト

Z
E距
f

r
宣
車
問
問
労
共
宅

ザ
ピ
ト
ホ

1

7

z

ン
勺

d
H

記
卯
ー
一
の
同
た
は
と
の
問
の
一
専
問
崎
市
川
イ
の
慌
に
出
ペ
ナ
わ

る。

「
全
く
科
事
的
放
行
記
の
結
果
を
公
け
に
す
る
こ
と
は
莫
た
在
費
用
が
か
L

る
も
の
で
あ
り
、

士
た
隈
ら
れ
た
護
者
居
に
叫
到
し

て
の
み
褒
行
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
‘
弘
は
公
刊
の
き
っ
か
け
を
f
ギ
リ
ス
に
作
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
莫
え
左
通
商
、
貿
易
を
通
ビ

て
支
那
の
認
識
に
深
甚
た
闘
心
が
持
売
れ
て
居
り
、
官
際
的
左
要
求
に
相
官
順
し
た
弘
の
資
料
を
公
刊
し
得
る
可
能
性
を
期
待
す
る
こ

と
が
向
来
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
私
は
他
方
で
純
粋
左
科
事
的
、
古
生
物
皐
的
、
地
質
事
的
研
貨
に
叫
到
す
る
本
岡
政
府
の
補
助
を
も

政
へ
て
期
待
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、

上
海
に
於
け
る
多
く
の
貿
易
舎
枇
が
出
版
費
に
心
よ
〈
寄
附
し
て
〈
れ
た
に
も
拘
ら

争
、
最
初
の
プ
ラ
ン
は
か
ね
で
設
定
し
て
ゐ
た
限
定
版
の
た
め
に
賓
行
不
可
能
と
・
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ベ
ル
リ
ン
帝
窒
科
事
ア
カ
デ

ミ

1
及
び
文
部
大
臣
閣
下
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
皇
帝
陛
下
は
か
し
と
く
も
御
内
格
金
|
!
こ
れ
に
は
文
部
大
臣
及
び
商
工
大
臣
関
下

品
骨
索
時
代
に
於
け
る
支
那
肝
究
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
六
競

O 

第
四
十
九
巻

九
七
九
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政
官
蒙
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
v
と
そ
の
現
代
的
意
義

第
四
十
八
巻

九
八

O

第
六
披

O 
f生l

の
補
助
金
も
附
加
さ
れ
た
の
御
下
賜
に
よ
っ
て
私
の
弊
作
の
公
刊
を
か
ゃ
う
投
開
裁
で
成
就
さ
せ
よ
う
と
思
召
さ
れ
た
の
で
あ

ら
」
と
の
リ
ヒ
ト
ホ
1
7
ェ
ン
の
序
文
は
労
作
の
純
科
事
的
意
…
闘
に
も
拘
ら
中
、

十
九
世
紀
末
の
ヨ

1
ロ
グ
バ
枇
舎
の
支
那
研
究
は

「
外
的
に
は
」
如
何
た
る
努
力
と
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
友
い
か
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
c

{
註
}

ウ
イ
ヴ
ト
プ
オ
1
ゲ
ル
は
ゲ
ゲ
ナ
ー
の
支
那
農
業
に
闘
す
る
研
究

z
U耳
己
W
E
E
-
u
f
Z
?と
己
主
旦
巨
匠
え
て
叩
が
ド
イ
ヴ
の
人
法
肥
料
シ
ン
ヂ

ケ

1
ト
内
補
助
金
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
指
適
し
て
ゐ
る
。

(
1
1
那
の
紹
桝
と
制
曾
、
上
春
、
二
九
一
一
一
瓦
)

十
九
世
紀
の
後
半
か
ら
廿
世
記
円
か
け
て
欧
米
の
支
那
研
究
は
以
上
の
様
友
利
命
日
史
的
背
景
を
持
ち
つ
L

い
よ
/
¥
そ
の
内
容
を

豊
富
に
し
て
行
っ
た
。
啓
蒙
期
に
は
む
し
ろ
理
論
が
費
料
を
解
融
持
し
て
ゐ
た
の
だ
が
、

こ
の
時
代
に
は
「
賓
際
的
」
た
闘
心
が
複
雑

た
掛
象
白
檀
へ
直
接
に
向
け
ら
れ
、
蒐
集
さ
れ
た
由
主
昂
た
資
料
は
支
那
研
究
の
間
隙
を
埋
め
つ
〈
し
た
。
併
し
こ
の
時
代
に
於
て
支

那
研
究
の
完
成
を
促
進
す
る
も
の
は
、
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
欧
米
資
本
の
要
求
だ
と
す
れ
ば
、
ま
た
と
の
研
究
を
制
約
し
て
ゐ
る

の
も
さ
う
し
た
資
本
の
要
求
友
の
で
あ
る
。
加
之
、
支
郊
に
於
同
り
る
列
強
の
政
治
的
関
係
が
緊
迫
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
各
閣
の
自

的
た
支
那
研
究
は
阻
止
さ
れ
、
狭
院
友
「
政
治
目
的
」
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得
-
泣
い
。

か
〈
て
そ
れ
ん
¥
の
研
究
の
ゆ
た
か

友
賓
詮
性
に
も
拘
ら
や
、
た
ピ
個
々
の
資
料
を
外
面
的
に
つ
ぎ
合
せ
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
支
那
枇
舎
の
基
本
的
た
動
向
を

把
損
し
た
い
と
一
五
ふ
様
友
支
那
研
究
の
傾
向
が
現
れ
て
く
る
。
か
や
う
に
支
那
研
賓
が
卑
近
な
「
賓
際
的
目
的
」
陀
従
属
し
て
、
そ

の
進
歩
を
阻
止
さ
れ
た
時
、
吾
々
は
庚
く
世
界
人
類
の
進
歩
を
目
標
と
し
て
研
究
を
進
め
、
支
那
の
進
む
ぺ
き
暗
唱
を
指
示
す
る
を
得

た
昨
廿
蒙
期
の
支
那
研
究
の
意
義
を
恩
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
且
円

J

こ
の
時
代
の
支
那
研
究
を
一
貫
し
て
ゐ
た
批
判
的
、
科
聞
学

的
精
榊
の
意
義
は
如
何
在
る
時
代
に
も
高
く
詳
僚
さ
れ
ね
ば
左
ら
た
い
。
殊
に
典
型
的
た
勝
家
期
の
思
想
的
訓
練
を
受
付
友
か
ウ
た



た
め
に
、
王
道
業
土
的
友
支
邪
論
と
費
用
主
義
的
な
支
那
論
と
が
雑
居
し
て
ゐ
る
様
友
岡
に
於
て
は
特
に
さ
う
で
あ
る
c

世
廿
蒙
期
の

文
那
研
究
は
か
ゃ
う
友
非
利
率
的
支
那
論
を
一
掃
し
た
っ

そ
し
て
こ
の
科
接
的
研
究
の
碁
礎
に
は
ヨ

1
ロ
m
士
山
枇
舎
の
内
部
に
お
け

る
絶
え
ざ
る
批
判
的
精
一
刑
の
湧
出
、

審
制
度
の
革
新
、
支
那
に
到
す
る
責
践
の
進
歩
等
々
の
事
情
が
あ
っ
た
。
昨
廿
蒙
時
代
に
於
け
る

之
那
研
究
の
理
論
的
内
容
ば
か
り
で
は
た
く
、
斯
様
な
枇
舎
史
的
背
景
の
検
討
は
、
現
代
の
抑
換
期
に
常
商
し
て
ゐ
る
支
那
研
究
に

意
味
深
い
昭
一
不
を
山
県
へ
る
と
忠
ふ
n

聖
私
が

1
近
世
租
棺
思
想
史
」
の
著
症
を
し
て
ゐ
る
時
、
勝
蒙
時
代
の
文
献
に
し
ば
/
¥
支
那
論
の
散
在
す
畠
の
を
認
め
、
興
味
を
感

r
て
、
こ

れ
世
主
と
め
て
ゐ
品
際
に
恰
も
後
藤
末
排
氏
山
口
「
支
那
文
化
と
わ
丸
那
品
中
山
起
問
一
町
一
A
A
刊
に
按
ー
た
。
と
れ
は
丁
度
私
む
問
題
に
し
て
ゐ
る
範
聞
と
ほ

ぼ
一
致
し
て
ゐ
た
の
で
(
刊
し
λ

主
ス
を
除
〈
)
度
々
参
考
仁
併
し
、

H
り
ご
の
時
代
の
支
那
研
究
の
重
要
な
事
を
い

J
Y
、
痛
感
す
る

r
歪
り
た
。

本
摘
は
前
掲
拙
著
の
副
産
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
醸
民
の
著
紘
一
に
良
ふ
と
こ
ろ
を
多
い
事
力
附
記
し
て
お
〈
。

由
甘
索
時
代
に
於
け
る
支
那
研
究
と
そ
の
魂
代
的
意
義

第
凶
十
へ
巻

:JL 
A 

第
六
時
鵬

O 
五




